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地域づくり活動 NPO 事業助成事業 実績報告 
事業区分（03-10） 

団体名 （特非）Goodstock 代表者名 
代表理事 

福本 真一 

事業名 空き家問題を前進させるためのアップサイクルプロジェクト 

 

＜事業実施実績＞ 
年月日 

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等で

記入 

場所 

参加者 

一般 

(ｽﾀｯﾌ) 

活動内容 

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入） 

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記 

7月25,26日 横山醫院跡 
4 

(6) 
残置物片付けサポート 

10月15,23日 

11月5日 

龍野 

城下町 

9 

(3) 
アップサイクルベンチのメンテナンス 

11月10日 

1月 5日 

龍野 

城下町 

12 

(2) 
アップサイクルベンチで俳句会 

11月10日 

〜現在 
オンライン 

6 

(1) 
ベンチでLINE句会 

1月 8日 龍野地区 
10 

(1) 

県立大学RREP 「たつのアップサイクリング」 

サイクルラック設置協力 

1月

16,17,18,20日 
蔵 

0 

(12) 
イベント「GoodstockMarket vol.3」会場ディスプレイ 

1月21,22日 蔵 
120 

(10) 
イベント「GoodstockMarket vol.3」講師みちくさ花屋 

1月23,24日 蔵 
0 

(2) 
イベント「GoodstockMarket vol.3」会場片付け 

1月31日 

2月8,9日 
蔵 

6 

（6） 
アップサイクル本棚試作制作 

2月 3日 センター周辺 
0 

(1) 
チラシ配り 

2月10日 蔵 
0 

(2) 

イベント『GoodstockMarket vol.4・クラクラ古本市』 

会場ディスプレイ 

2月12日 蔵 
80 

(5) 
イベント『GoodstockMarket vol.4・クラクラ古本市』 

2月13,26日 蔵 
0 

(2) 

イベント『GoodstockMarket vol.4・クラクラ古本市』 

会場片付け 

 

＜効果と成果＞ 
古材廃材ベンチ設置をはじめとした過去２年の事業が地域で認知されたことにより、当事業がきっかけで空き

家相談センターと縁ができたお年寄りが日常的にセンターへ立ち寄ってくれることが増え、時に空き家所有者を

繋いでくれるようになった。実際に残置物の相談→引き取り→市の空き家バンク登録の理想的な事例は２件発生

した。 

今年度のハイライト的な出来事として、「郷土の偉人」とも言える、兵庫県最初の女医：横山醇 女史が明治か

ら昭和にかけて開業していた医院跡の残置物片付けがある。片付けの際、医院で使われていた薬瓶が大量に見つ

かり、家主の相談を受けてこれらを引き取り活用の道を模索することとなった。味わいのあるガラス製薬瓶は当

時の龍野の暮らしや横山醇の半生を知るきっかけをもたらすツールと見立て、歴史文化資料館や建築士に呼びか

け彼女を顕彰する街歩き＆トークイベントを企画。薬瓶そのものは花屋とコラボして花入れに転用するなど雑貨

としても販売。古食器のフリマ企画と同時開催した。これらは神戸新聞に取り上げられ、地域内外多くの方の関

心を得て当事業の空き家問題へのアプローチと空き家相談センター認知度向上に貢献した。 
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＜今後の展望＞ 

常設ショップとまではいかないまでも、古食器市や一箱古本市といったフリーマーケット型イベントは４月以

降月１度の頻度で開催を検討している。空き家の処分についての相談がある一方で、移住についての問合わせや

相談を受けることがある。イベント来場者が気軽に相談できるような、空き家・移住・暮らしの相談窓口を会場

内に設けることを検討している。 

近隣のカフェ店主から提案があり、城下町内の有志の軒先に、みんなで使える本棚（欧米のLittle Free 

Libraryのようなもの）を廃材で作り町中に置いていくプロジェクトを始めた。今期事業内で試作アップサイク

ル本棚を制作した。現段階で協力を表明いただいている店舗や住民は１０名＝１０箇所。本棚の名づけにあたっ

ては一箱古本市の来場者に、企画趣旨の紹介を兼ねて５つの名前候補から街頭投票を呼びかけた。城下町の古材

ベンチで一休みしながら俳句をひねる「ベンチ俳句部」はLINE上で日常的に活動を続けており、季節ごとの句会

開催を検討予定。住民や旅人が城下町の暮らしと時間を楽しむ提案として、俳句で交流を図る仕組みを検討した

い。 

 
 

＜収支決算書＞ 
 

（収入） 

項   目 金 額（円） 

地域づくり活動 NPO事業助成金 ３５０，０００ 

ワークショップ参加費 ５，０００ 

売上 ４９，０２９ 

合計 ４０４，０２９ 

 

（支出） 

区分 項   目  金 額（円） 
左のうち 

助成対象金額（円） 

直 

接 

経 

費 

材料費 １１４，７８７ ７９，７０４ 

謝金 ７０，０００ ６０，０００ 

人件費 ６９，０００ ６９，０００ 

その他（広告費、消耗品等） ６３，４９９ ５４，５５３ 

小  計 ３１７，２８６ ２６３，２５７ 

間接経費（一般管理費） ８６，７４３ ８６，７４３ 

合  計 ４０４，０２９ ３５０，０００ 

 


